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物を見るという事なくして我々の生活は到底考える事が出来ない。我々の生活が安全に能率よく，
しかも快適に過ごせる織にするために照明は欠く乙との出来ないものである。
食生活において，最低限の要求であるカ ロリーが満足されると，美味な食事を望む様になる。この
様に人聞には量と共に質の良いととを望む性質があり， とれが人類進歩の原動力であったともいえ
る。照明についても食事の場合と同綾な事が考ーえられる。ただ照明の場合，量iζ闘しでも食事の腸合
のカロリーほど明確な基準がなく，一応 ].I. S.等で照度基準が規格されているが，光源の発達と共
lζ，より明るいのを望む人々の要求からその照度器準も引上げられてきている現状である。それが食
物の種類や味，出来具合に相当する照明の状態とか，照明効果とか，照明環境とかいわれる照明の質
となると料理でも数字で表わし難い以上に簡単に評価する事はできない。
しかし，従来行なわれて来た視作業函への入射光来で評価する量的照明設計への研究だけでなく，
物の形や色等を我々が確認出来るのは目に入って来る光の畳および性状による事からいっても，照明
を質的に評価し設計する事が大切である事は明らかである。
視作業が主になる学校，事務所のみならず，住宅においても快適な充実した往生活の営むためには
量的にも質的にも充分満足できる照明がなされる必要がある。物が見えるための4つの要素として，
物の大きさ，明るさ，対比，露出時閉または物の移動速度が挙げられる。乙の内，露出時閉または移
動速度は交通照明では重要な要系となるが，一般事務作業や住生活等では他の三要素より影響は少な
い。一般事務作業等では視対象を見るのに障害となる因子がfよければ，背景輝度と，背景と視対象と
の郷度対比によって，その状態で見る事が出来る一番小さな視対象の大きさ(最小視角または最高視
力)が決って来る。乙の関係を示すのが等視力曲線である。そ乙で物の大きさ(視角)，明るさ(背
長輝度)，対比(背景と視対象との輝度対比〉について実験を行ない，之等相互の関係、を追求すると
とlζしTこ。
一般事務作業等では白色光の下で作業するI.n:が多く，また対象物も白 ・黒の対比である場合が大部
分であるが，視対象物lζ色が付いている場合や，色のある光の下で作業する時など，更に一般事務作
業以外までも考えると世の中の殆んどの物が有~色である事などから， 色をも考慮した適正な環境を
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造り出せる照明設計資料が必要である。最近，昼光，白色光については照明設計に使用出来る実験デ
ータがいくらか発表されるようになって来たが，色の付いた光i乙関する照明設計iと使えるデータは皆
無といえる。
ゆえに筆者等は照明設計の基礎資料として背景郷度と輝度対比と視角の三者の関係、を白色光だけで
なく，赤，緑，青の三色の光についても実験を行ない，一部は既に発表山もして来たが，今迄iζ得
た成果をまとめて報告する。
実験装置
背景輝度の変化は入射光iえを変えて行ない，輝度対比と視角は装置内iζ取付ける視模、の対比および
視角を変えて実験する装置として， 以前4ζ蛍光灯SCR~間光装置を使用した実験装置を造ったが，低
輝度で蛍光灯のフリッカー現象が現われたり，約3，∞Oasb迄しか輝度が上げられないという欠点が
あった。そ乙で光~(を蛍光灯から白熱灯iζ換
え，調光方法も絞り羽根使用に変更した，第
1図，第2図の様な照明実験装置を造った。
次i乙乙の装置の概略を主sべる。調光室内部
は，視野内(正面から左右それぞれ800，上下
それぞれ450)の輝度分布のむらを出来るだけ
少なくするために，左右の隅は内貼ベニヤ板
を百告白させて取り付けた。更に翁光室内怒会
而に，完全拡散に近い反射特性を持つ白色の
ビニーJレ系水性塗料を，均一に塗布した。 観
察窓』ζは，被験者の顔』ζ密若ーするフードを取
り付けて，遮光と間1相乙;悦距離が一定になる
織にした。光islには色温度32∞。Kの写真用
10∞Wスポットフレクターランプ(岩崎電気
製，分光エネノレギ一分布を第3図tζ示す)を
左右l乙一本づっ取り付り，光源銘と潟光室の
小聞に設けた絞り羽根の開聞によって，調光
主に射入する光量を調節する。乙れは光iEitの
屯圧を変えて謁光すると，分光エネJレギ一分
第 1図 照明実験装鐙平面図
第2図 実験装置写真
布が変化するので，印加屯圧は lOOVに一定したまま調光するためである。
絞り羽根は，被験者が手元i乙設けてある操作盤を操作すれば，ギヤによって左右の羽根が連動して
作動する様Iζ作つである。調光室内の輝度分布をよりー庖均一にするため，絞り羽根の後に乳白色塩
化ビニール拡散板を設けて，射入する光を拡散させる事}とした。なお，補助光源として5∞W (32000 
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K)写真用リフレクターラ ンプを8本迄附加
出米る。結果として，本装置の調光室内の純
度分布は第4図l乙示す如く，視角1000 (正面
から左右それぞれ500 )以内では輝度のむら
が土 596以内と，均一に近くする事が出来
た。輝度は述続的l乙10000asb迄調節出来る。
更に段階的には，約60000asb迄得る事が可能
である。また乳白色散拡板の上l乙第3図に示
す殺な透過特性をもった色セロファンを重ね
る事により，調光室への入射光の光色を変え
る事も出来る。
その場合の調光室内部の輝度分布も，ほほ
白色光の時と同じで，輝度のむらは土596以
内である。ただ連続的に調光出来る背景輝度
の範囲は，赤色光3000asb迄，緑色光2500asb
迄，青色光lOOOasb迄となった。輝度の測定
には，主として東芝製B Mー 1型光屯管輝度
計(第5図)を使用し，一部セレン光電池lifj
度計も用いた。いずれも視感度補正されたも
のである。なお，白色光およひ。赤 ・緑 ・背色
光の規!必エネJレギ一分布をI問所視，f宿所視に
ついて第6図に示す。
視 標
視角 5 ノ~O.5/ (視力 O.2~2. 0)に相当す
る比率で，ケント紙に大きく描いたランドル
ト氏環と，その両側i乙白と黒の紙を並べ，乙
の3者を 1枚のミ ニコピーフィノレムに同時に
撮影し，それを実験装置の視距離にあわせて
無光沢印画紙(三菱葵M-2)に色々露光H与
聞を変えて焼付け，輝度対比の違う視棋を作
成した。 一例を第7図に示す。その視標の対
(お )
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比は，視標の両側にある白と黒の部分の輝度
。
を測定して。次式で求めた。
。Bo:白い部分の輝度B，:黒い部分の輝度対比C
視棋には無光沢印画紙を用い， 更に対比の測
。。定も本実験装置内で行なったので，反射舷輝
による対比の低下を，無くする事が出来た。
。。また，最小確認対比 (明度識別域値)測定用
の視標として， 視角 10 (視力0.016)の円形
ランドルト氏環視標の一例第7図
(視力0.04視標を用いた。その他tζ視角25'
)の円形視標も使用した。いづれも視標の作製，対比の測定はランドル 卜氏環視襟の場合と同じであ
ラン ドルト氏環視棋はる。実験に使用した視標の，白色光のもとでの対比は，第1表に示す通り，
0.02--0.96の31種類，視角25〆の円形視標は
0.01--0.96の26種類，視角 1。の円形視標で
はO.∞4--0.93迄の9種類，合計66種類であ
る。
なお，各視標共，赤，緑，育の光の下でのン
対比も測定したが，殆んど白色光での対比とド
変わらなかった。実験には視擦を1つづっ切
り離なして視角の大きなものから小さなもの
また同一視角のものでは対比の大きなも-^， 
のから小さなものへ，第8図lζ示す様tζ並ら
ぺた視標を造り，順次被験者』ζ観せる様にし
7こ。
被験者は第2表iζ示す。すなわち白色光源
での実験はA----N迄の14名(平均視力1.4) 
について行ない，赤， 緑，青色光の実験は先
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1. 4)について行なった。第2表に示した被
験者の視力は，本実験装置で測定した背景郷
( 36 ) 
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第2表 被験者リスト._ 
• • • 
被験者|年令|性別|視力色村1
:住一主一 1.5 疋女 1.2 正女 1.5 正
。υ 。 D 32 男 1.0 正ーーーーーー--1---ーーE I 22 男 1.5 正
F 22 男 1.5 立
G 25 女 1.5 正。。
H 22 女 1.0 正
I 22 女 2.0 正
第8図 実験iζ使用した視擦の1部 J 24 男 1.5 正
度約 150asbの時の，対比の一番大きな0.96の視
牒に対する両限視プ'J(矯正視力を含む一 医学にお
いては，特tとととわりのない限り視力といえば，矯正視
力を含めたものをさす。本論文においても，視力はすべ
て矯正視力を含んでいる。)である。
K 22 
L 22 
M 42 
N 53 
o 21 
P 22 
女 1.2 五
一主ー 1.2 正
男 0.6 正
男 0.8 正
一主ー 1.2 正
一主ι- 1.5 正
Q 28 1.5 正
普通， 視力検査は白地の反射率70~ぢ以上の視標
を用いて視標函を 200Luxの明るさに照明して行
なう ζ とになっているが，視標面の反射率の違い
R 
S 
21 
21 
~ー
-~- 1.0 正
星 1.0 正
や，視標が印刷物でいくらか反射舷輝があり，対比が少し低下する事を考慮すると，乙の約150aぬと
いう背景郷度は，ほぽ視力検査時の基準照度に相当する。
実験は被験者を約5分間階)1買応させた後，視標の対比の大きなものから小さなものへ，また視角の
大きなものから小さなものへ，という組合わせで，白色光については，7名が6回づっ，残り 7名が
第9図 実験中の状態
3回宛，赤，緑，青色光では各被験者共各色光毎lζ3
回づっ，背公約i度の低い方から，操作盤を被験者が操
作して，)1賢次観標が見える所迄背景輝度を上げて行っ
て，それぞれ波探が見えた時の符景輝度を，輝度計で
読みとるという方法で行った。白色光の実験と，赤，
緑，白色光の実験のH与の被験者や視EJ!を等しくする方
が，入射光色のi主いによる背;';'(!tli度と煩i度対比および
最小視IJの相関を，より正確に比較出来ると考えたの
で，視棋は金実験問ーのものを用い，被験者も可能な
限り共通にしたが，赤，緑，1'1色光の実験には，白色
光での被験者の内5名しか参加できず，実験例数が少
くなるため，新たに5名の被験者を追加した。結局，
( 37 ) 
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実験例数は白色光の時
が延63回，赤，緑，青
色光の時は各色毎に約
30固となった。実験中
の様子を第 9図に示
す。
実験結果
最小確認対比，等視
力曲線とも，白色光に
ついては視力0.8およ
び0.6の被験者を除い
た， 残り12名の被験者
(平均視力 1.4)の測
定値，赤，緑，青色光
では全被験者10名(平
均視力 1.4)の測定値
をそれぞれ平均したも
のを第10図~第13図に
示す。ウエーパーフェ
ヒナの法則によって，
感覚は刺激の対数であ
るという事から測定値
を平均する場合対数平
均で求めた。なお，白
色光および赤，緑，青
色光全部の実験に参加
した， 5名の被験者の
みについても，データ
を整理してみたが，第
10図~第13図に示した
会被験者によるもの
と， 著しい差違は認め
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られなかった。なお， 日本人の正常視力(矯正視力を含む)は1. 2~1. 5 といわれ (2)，指宿氏の成人
35，∞0名に対する調査結果《釦でも，視力 1.2'"'-'1.5が 75.89ぢを占めている。また，大江氏は6才
'"'-'60才の約13，0∞名について測定を行なって， 80%が視力 1. 2~1. 5 で総平均は視力1.41となったと
報告 (4)している。
故l乙，本実験の被験者の平均視力1.4は日本人の標準値lζ近いと看倣して差支えないと考える。
考 察
第10図から導いた白色光源に対する最小確認対比曲線，および標準等視力曲線を第14図iζ示す。今
迄，背景輝度が高ければ高い程良く見えるといわれて来ていたが，今回の実験結果を観ると， 白色光
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の下では，背景輝度 3000asb位迄は輝度を高くする程良く見えるが，3000asb~3∞∞asb では背景
輝度を上げてもその効果は少く ，30000asb以上では Glareのために，急激に確認出来る最小視角が
大きくなっている。更に実験中，背景輝度 3000asb位から高輝度では， 般に苦痛を感じる者が増し
て来ている事からも， 3000asb位迄の輝度で， 作業精度に合わせた照明をするのが望ましいといえ
る。
なお，本実験は暗恩1¥応5分で測定を行なったが，人間の眼の視細胞の内，鍾状体は約5分でほぼ完
全に暗患1¥応するが， 一方樟状体は暗馴応の完了迄に約3句子かかる。そのため，本実験において揮状体
は暗馴応がまだ完了していない状態にあったといえる。すなわち，明所視 (約 6asb以上)では錘状
体のみが働くため問題ないが，簿明視 (0.03~ 6 asb )では錘状体，樟状体ともに働いており，暗所
( 39 ) 
-92- 住居学
視 (0.03asb以下)においては樟状体のみによるため，背景輝度 6asb以下の範囲は視力を充分に発揮
しておったとはいえない。そ乙で視角25/の指標で暗順応、30分後に5名の被験者について実験を行な
った結果，第10図，第14図に示す如く，樟状体が働き出す， 約 6asb以下の背景輝度の所で，より低輝
度で見える事が確認された。他の視角の視擦についても背景輝度6asb以下では視角25/のものと同様
にずれるものと思われる。 被験者の視力別に，白色光での実験結果をまとめて示したのが第15図であ
るが，等視力線の傾向 L。
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としては，全般的に第
10図の等視力線iζ類似
しており，視対象の大
きさのみを，それぞれ
の視力の人のものに読
み換えてやれば，その
ままその視力の人の等
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第15図 白色光による被験者の視力別等視力線の比較図
視力線にほぼあてはまる。また，視力が低い程，同じ
物をみるにも高い背景輝度を必要とする事が認められ
る。そ乙で一番対比の大きな，対比0.96の視襟で，各
視力の人が必要とする背景輝度を，第14図の標準等視
力線(平均視力1.4)を基準として，その倍率を示したの
が第16図である。との図から，少し視力が悪くなれば，
その視力の低下分を背景輝度の増加で補うには，非常
に大きく輝度を上げてやらねばならない事がわかる。
故Ir.，阪を矯正しておく事が大切であるといえる。
赤，緑，青色の最小確認、対比と等視力線を白色光の
ものと比較すると第17
図に示す様になる。概
して，光色による大き
な差違は認められな
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1.0 '0 
い。しかし，最小確認
対比曲線において背景
輝度が約 0.03asb以
背景匁度 (品Jー
下の暗い所で，青色光 君臨17図 各色光源での最小確認対比・等視力線の比較図
のものが少し低輝度にずれ，赤色光のものが少し高輝度にずれている。乙れは第3図にも示す様に，
入閣の視感度が，暗い所で波長の短い方へずれるいわゆるプルキンエ現象のある事からも，当然の
( 40 ) 
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結果といえる。すなわち視感度の明所説，暗所視での違いによって，各色光源の視感光量は第6図iζ
示す様になり，暗所視按で阪が感ずる明るさは，白色光源では明所視の時の約弘，赤色光源、で約M。
緑色光源は明所視の場合とほぼ等しく，青色光源では逆に明所視の約2倍となっている。 ととろが輝
度計は明所視で視感度補正がなされているため，暗所視の範囲では光色による筏感度の違いの影響を
受けて，輝度計で測定した明るさと，我々が実際に感ずる明るさの聞には可成りの差違が出来る。そ
乙で，本実験装置の光源について，輝度0.03asb以下の暗所視の所で，輝度計iζ等しい値として測光
された明るさを，我々はどの様な明るさに感ずるかを白色光(暗所視)を基準にして比較すると，赤
色光は約1f，;，緑色光は約2倍，青色光は約4倍となる。つまり白色光でそれぞれの倍数の明るさで見た
時と同じ状態で見ている事になり，暗所視域で白色光源の場合と比べて青色光の実験結果ではより暗
い所でも見え，また赤色光のものは明るくしないと見えなかったわけである。
また，等筏カ幽線では，視力0.2，0.4といった，視角の大きな視標を見る場合にあまり差はないが
視カ1.0， 1. 5という綴な小さなものを見る場合には，白色光の方が赤，緑，青色光よりも，可成り高
い背景輝度を，要する ζとが分かる。乙の関係を，対比0.96のものについて，白色光で見る場合IC，
必要とする背景輝度を1として，その倍率で示したのが第18図である。
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乙の図は視角の小さなものになる程，赤，緑，脅色光
では白色光よりも少い光で見える事を示しており，視
力1.0， 1. 5を確保するのに， 白色光の場合，赤， 緑，青
色光の約10倍もの背景輝度が必要になっている。乙の
事は，波長の巾が狭い方が，網膜上でピントが合い易
い事からも，妥当な結果であると考えられる。次に，
今回修者等の得た結果を，従来発表されて来た研究結
果と，比較したのが第四図である。従来行なわれて来
た研究は，すべて白色光源によるものであり，筆者等
の行なった赤，緑，青色光の結果と，比較出来るデー
タはない。そとで，白色光での最小確認対比曲線，領
準等視力幽線についてのみ比較検討する。まず，全般
的にいえる事は，筆者等
の実験値が背景輝度の階
い方へずれている乙とで
ある。
蒲山氏叩の等視力幽
線のデータとは比較的近
10-' '.0 '0 Id '0' げ d い結果が出ているが，甜
鷲畳 t軍 皮{叫)-
鯵19図 従来の研究結果との比絞〈白色光) 山氏のものも視力0.5以
( 41 ) 
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下の大きな視標程，背景輝度が高輝度側にずれ，その割合も暗い所程大きくなっている。また視力
0.5以上の小さな視標でも，背景輝度が高いifrでは筆者等の実験結果と同じか，やや見難いという結果
になっている。 ζれは蒲山氏の用いた視標が2線視標で，ランドルト氏環視標に較べて視標の切目の
長さが3倍あり，そのため見易いと恵われる事と，蒲山氏の実験装置の背景面が視角300 (正面から
左右，上下それぞれ150 )の範囲しかなしその周囲は培くなるため，煩応背景輝度が背景面の輝度
よりも低い状態になっていたのではないかと考えられる事等が得られた結果の異なった原因であろ
う。なお，蒲山氏の実験の被験者数が5名(1人当りの測定回数3回余り)で，実験例数が筆者等の
実験よりかなり少ない事を附言しておく。
伊藤氏聞の等視力曲線は，視標が半光沢印画紙iζ焼付けたもので，しかもその視標の対比の測定
を，実験装置内ではなく完全拡散光の下で行なっているので，実験時iζ反射舷郷の影響が現われた点
も併せて，やはり筆者等の標準等筏カ曲線より可成高輝度側にずれ，見難い状態にあった事を示して
いるものと思う。最小確認の実験 (7) で伊藤氏は3台の投光機を使用して，その中の2台の投光機で
均ーに照明している中央lと，もう 1台の投光機で円形の像を投影し，3台の投光機の光の強さを色々
変える事iとより，対比および背景輝度を変化させるという方法をとっている。投光機の光の強さを調
節するのに，スライダックで電圧を変えて行なったために，光滋の色温度が違って来た点と，視標の
大きさが大きすぎて一度に全面を注視出来ないため，かえって見難くなったという点等が原因となっ
て，筆者等のものより大きな対比が，高い背景輝度でないと見えないという結果になったものと考え
られる。
Blackwel氏叩の等視力曲線に関する実験は，スクリ ーン上に円形の視擦を投映したもので，視
25 標の方が周囲よりも明るい逆対比の実験 (50%l 一一一 同以巴u~...-_..I 1.-ィ三=:j一， ・ー，、，円 〆ー・・ー ーー州-".Sr・附rl:Uj""1- 今旬a尊重事aヰ・測定値
ノi!， 
2。
， ， 
accuracy)であり，また，視様の露出時間を日。。
秒"'-'1秒と短時間lζ限って行なったものである事
等が，筆者等の結果との相臭の原因と考える。
R IS 
すなわち，対比が大きいと逆対比では見易いた
め，背景輝度の低い所で低輝度側にずれ，また，
対比が小さくなると，露出時間が短い事等もあっ
て見難くなったのかもしれない。更に被験者も2
名"'-'4名と乙の種の実験としては例数が少なし
人種も違い，しかも場合によっては被験者が異な
っているのも筆者等の結果と異なった結果を得て
いる原因と思われる。
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第却図 視カと明るさの相関図
ふ Moor， Spencer両氏仰による最小確認対比曲
線は，両氏が実験したものではなく，欧米で行な
われた数人の実験結果を平均したものであるため
( 42 ) 
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種々の実験条件のものが混在し，条件の設定が悪くて見難い結果になったものも含まれる事から， 結
局，鋒者等の実験結果より明るく，対比の大きな状態でないと認識出来ないという結果が出たものと
思う。 なお.Moon. Spcncer両氏は，明るさと視力の関係、についても， 過去の欧米でのいくつかの
(1930) .早川氏<12)江口氏 (11) (1927) • また我が国でも広田氏 (10)実験結果をまとめている。
(1938) .大塚氏 (3) (1940)等の研究がある。との明るさと視力に関する Moon& Spencerの曲
日本での前記四氏の実験値を平均して求めた曲線を，第20図に示す。 その図の中に，筆者等が線と，
求めた標準等視力曲線から，対比の一番大きな0.96の視標についての視力と背景輝度の関係を読みと
当然の乙とかプロットで示した。筆者等の実験値から求めた，明るさと視力の関係は，ったものを，
日本での実験の平均値と，ほぽ一致している。ただ，背景輝度0.03もしれないが，今迄行なわれた，
asb以下という， 暗所視の状態と恩われる非常に暗い所では.Moon & Spencerの曲線lζ近い結果
となった。
括総
第14図iζ示される如く， 視対象の対比の低下が，見え方に非常に大きく影響する事が分る。 乙の事
その写真や印刷物の表面で反射は，写真や艶のある印刷物等を見る時，光源、や明るい物からの光が，
して限に入ると，視対象物が良く見わけられない事からも認識出来る。例えば対比0.9で視力1.0を得
その視対象物の対比がしかし，るには，第14図から，約 12asbの背景輝度があれば良い事がわかる。
同じ視力1.0を確保するには，背景輝度約70asbを反射舷輝のために，対比0.54迄低下したとすると，
必要とする。
それiζよる視力の低下を補うのに，背景輝度を6倍も増す必すなわち，対比が約40%低下すれば，
要があるわ砂である。また，背景輝度 3仮>Oasb位迄は明るくする程良く見える様になるが.3α>Oasb 
その割には見え方は良くならず.3似削asb以上ではむしろ輝度舷輝~30α>Oasb では明るくしても，
のために見え難くなっている。更に3∞Oasb以上の背
限iζ苦痛を感じる者が多いζとからも，景輝度では，
3∞Oasb位迄の背景輝度で，作業精度に合わせた照明
をするのが良いと言える。 第16図では，被験者の視力
別の比較から， 視力が低い程同じ物を見るために高い
背景郷度を要する事が理解される。視角γ の物を見
るのに視力 1.0の人では視力 1.5の人の約10倍もの背
景輝度が必要となって来る。つまり，視力を上げてお
同じ明るさでも随分見易くけば(矯正視力を含む). 
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日本人の視力分布
(矯正視力を含む)は，第21図であると報告【14)され
ている。そ乙で，標準等視力曲線(平均視力 1.4) Iζ
しかし，現実には，なるといえる。
( 43 ) 
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基づいて設計したのでは明るさの不足を感じる人が可成りの割合になるため，日本人の大部分の人々
に滋足される照明を行なうには，大多数の人が含まれる下限の視力についての等視力曲線に基づいて
γ おI 10' s.d 2.(5 l.O ←説魚}震対象の太r2.
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第2図 照明設計用の最小確認対比曲線と等視力幽~
設計する必要がある。前述の報告書(1おによれば，約909杉の人は 1.0以上の視力を持っているという
事であるから，視力 1.0の人の等視力曲線を照明設計用等視力曲線として使用するのが適当であると
考える。 ζれを第22図に示す。また視力 1.0以下の人は少なくとも視力 1.0以上に矯正するのが望ま
しい。
白色光と，赤，緑，宵色光という光源の色による著るしい差違はないが，細かいものを見る場合，
白色光より波長分布の狭い光の方が見易いといえる。経済上から言っても，視対象表面での反射段卸
等で，視対象の対比が低下しない様に注意して照明設計をし，また限のMi使をさけ，矯正視力を含め
て視力を良くしておく事が，無駄に背景輝度を上げる必要をなくする ζとにもなり有利である。更に
舷輝 (glare)があると，同じ物を見るのに余分の背景輝度を要して不経済であるばかりでなく，我
々に種々の不快感を与えるものであるととからも，出来るだけ glareのない照明を心掛ける一方，
glareの影響についても，もっと研究される必要があると思う。筆者等も，引続き之等の点iζ関して
実験を行なう予定である。
おわりに，終始ど教示，ど指導を扱いた大阪大学伊藤克三教授，また実験に当り種々のど便宜やど
援助を競いた本学石堂正三郎教授，斉藤昇助教授，中野靖子助手，坂口圭技術員をはじめ，被験者と
してど協力感いた本学学生の井上，林，長谷川，茂田，安田，安原，吉鷹，渡辺の諸君，および阪大
学生の西森，山JIl， フェレデの諸君に謝意を表わします。なお，本研究は昭和41年度卒業論文(岩永
高橋〉であり，本論文の要旨は昭和42年4月23日の日本建築学会近畿支部研究発表会および昭和42年
10月14日の日本建築学会名古屋大会において発表した。
( 44 ) 
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SUMMARY 
What w槌 doneso f訂 inlighting d白 ignhas been a study of the quantity of illumi-
nation which is received on the visual task. However， this evaluation of the illumina-
tion quantity alone is not sufficient. 1t is of great importance to make a judgement of 
both quantity of illumination and lighting characteristics， ie. quality of i1lumination. 
According to the apparatus (Fig. 1)， Landolt Ring targets (Fig.7) and circular tar-
gets (Fig. 8)， an experimental study was made for lighting design to find fundamental 
data of minimum perceptible contrast and visual performance cu何回. In this experi-
ment not only white but also blue， red and green light were used. 
The r白 ultin shown in figs. 1O~13. The observers M~S were excluded and the 
remaining 12 observers (mean visual acuity 1. 4) were experimented in white light. All 
the 100b記 rvers，ie. A， C， E， F， G， 0， P， Q， R and S， (m伺 nvisual acuity 1. 4) were 
experimented in red， green and blue lights. From the result of the measured m回 n
log-value of each observer， both the minimum perceptible contrast and standard 
visual performance curv白 werefound. 
( 45 ) 
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Uoder white light(Fig 14) raisiog the background luminance to approximately 3以m
asb improved the visual performance. However， an incr伺 se above this level up to 
制胸部bhad only litle effect upoo visual酔rformance，aod the glare occuring over 
割削川崎bsuddeoly increas吋 theminimum perceptible visual angle. 
Morωver， from over a background lumioance of制崩sbthe observers started f田 1-
ing pain in their ey白.From this r白 ult，it w部 observedthat io order to get a better 
visual performance it is better to keep the background luoioance under筑削asb.
From a comparisoo of the visual acuity of each observer showo io fig. 15， itcan be 
詑eothat for bad visual acuity a higher background luminance is required. 
When contrast is 0.96， the background luminance required by each observer having 
his (her) own visual acuity is expre鉛edas a multiple of the background lumioance 
required by the standard visual performaoce curves (Fig. 14) takeo as standard， for 
each targets' visual angle. This is shown in fig. 16. 
10 red， greeo and blue lights， the r邸ultobtained was nearly the回 methroughout as 
that of white light. Where the background luminance is low (below 0.03 asb)， blue 
light can be seen better than white and greeo lights. 00 the other hand red light was 
difficult to see. At high lumioance (over 0.1 asb )， there was a slightly difficult 
tendeocy in visual performance for white and green lights than for red and blue lights. 
( 46 ) 
